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ヘ
六
朱
況
の
ど
め
る
責
任
は

ブ
ォ
l
f
V
史
件
と
せ
ず
、
珪
物
の
削
内
山
鳴
に

よ
三
、
回
以
宇
い
か
な
起
さ
、
れ
た
場
合
に
誌
ゐ
ら
れ
る
点
で
、

｝＼ 

条の町品川ドリ
v
L
M
吋「】
I
G
例
外
で
↓
ぬ
る
E
考
え
ら
れ
わ
c

ご
の
点
は
、

八
六
条
心
建
治
物
支
任
と
Fψ

ん
で
、
物
の
所
為
に
よ
る
支
山
下
を
定
め
る
一
ニ
八
h
L
K
R
に
お
い
て
、
動
物
心
所
有
有
あ
る
い
は
利
品

者
が
負
担
す
る
立
yrが
、
こ
れ
ら
の
醤
の
ブ
ォ
！
、
に
立
殉
ず
る
と
考
、
え
ら
れ
と
い
た
h

と
と
い
向
山
的
℃
あ
F

？つい

一
八
ー
ハ
条
心
規
｛
疋
一
り
主
義
に
つ
い
て
は

制
定
当
初
か
ら
〈
f

円
に
で
ゐ
ま
で
口
一
同
に

7やで
るえ

ゴ亡
、内ュ

み
ピコ
れ
る

市1
t 
当
初jふ
白土

Ul<J<、it・'?iおな f ,;o3, 

ミ
↑
て

一
一
八
一
一
九
求
心
定
め
る
不
出
行
為
五
ド
の
一
般
原
則
の
例
外
を
た
一
す
も
の
2
し
て
、
同
仏
情
に
解
釈
さ
れ
、
出
府
さ
れ
て
い
に
の
て
う
あ
る

が
、
／
生
設
備
の
機
械
化
担
り
に
起
阿
す
る
岩
山
政
の
場
介
同
日
、

梶
山
王
さ
に
一
ρ

る
／
オ
？
ト
の
正
副
刑
事
一
必
宏
、
と
し
な
い
点
で
、

一
一
八
六
条

が
被
hL
一
者
保
一
誌
に
右
川
町
で
あ
る
こ
と
が
注
巨
戸
れ
た

C
7
5、
ご
、
「
建
造
功
を
広
〈
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
い
一
途
に
よ
る
不
動

に
ー
も
一
一
八
六
条
の

R
H竹
命
一
行
ど
す
る
い
一
と
さ
、
両
さ
れ
た
υ

ー
が
し
な
が
っ
、

二
八
九
品
川
の
泊
市
場
制
が
建
造
物
の
制
攻

06'! 12'.ll''i.; I; 



に
限
定
さ
れ

む
欠
如
や
建
築
の
幌
枇
J

デ
一
立
一
寸
す
る
必
耐
久
九
性
刀
打
す
る
こ
と
か
ら
、

一
一
人
科
条

町
九
の
相
生
物
｝
司
日
什
読

日
ン
ポ
時
間
ウ
ム
ム
ヲ
q
O
じ〆

一
八
四
条
頃
に
其
っ
く
支
供
三
氾
及
す
る
ほ
う
け
h
v
M
払
t
若
に
と
っ
て
は
古
利
て
あ
る
と
号
、
ズ
、
り
れ
る
よ
刊
に

な
り
、
〈
I

ヨ
で
は
、

て
い
る
一

二
八
よ
条
は
、
時
代
出
れ
て
川
悦
な
規
定
で
あ
る
な
ど
と
汗
さ
れ
、
そ
の
い
汁
r仕
t
z

表い
md
疑
問
慌
5
れ
る
い
二
土
つ

ιの
l

］
に
い
閑
辿
し
て
、
在
任
負
担
予
の
問
題
？
な
戸
、
れ
い
に
、

ゐ
一
八
四
条
一
頃
》
二

一
人
？
ハ
太
子
心
、
川
市
範
関
心
関
係
が
問
問

古
丘
、
工
ご
持
亡
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
山
担
は
、
徒
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
こ
寸
る

つ
】

ヘ
門
。
ズ

T
E
Z
Z）

延
長
）
物
の
倒
壊
仁
よ
っ
て
他
人
が
被
っ
た
い
間
去
に
つ
い
て
所
右
省
町
一
貫
日
か
が
め
ら
れ
る
伎
拠
に
つ
い
て
は
、
月
j

前
上
、
次
の
よ
う

（町一

な
見
解
が
み
ら
れ
る
n

ま
ず
、
が
有
者
の
ワ
ォ

f
に
茶
づ
く
キ
ド
仔
＼

一
二
八
二
え
れ
）
と
あ
る
か
と
い
、
t
ば、

一
一
八
六
条
D
U世
件
と
？
て
、
波
中
川
者
が
副

配引

1
ば
い
い
れ
ば
な
ら
な
レ
の
ぼ

出
凶
凶
日
目
法
川
区
約

cm…
岐
に
み
点
る
、
ア
こ
て
、
所
有
者
の
フ
ォ
！
？
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

八
一
条
の
責
つ
と
は
明
確
に
有
一
別
さ
れ
る
の
が

に北川
λ

ノ
ノ

t
貝
任
て
ゐ
る
c

そ
と
で

一
一
八
ー
ハ
条
の
｛
疋
め
る
責
作
の
基

礎
が
何
で
為
る
か
が
出
山
内
原
と
な
る

か
か
る
所
有
v告
の
責
ιれは

7
7
1
川
心
相
氾
（

E205zsr

に
慕
つ
く
と
解
寸

る
見
解
が
あ
る
メ
れ
は
、
開
店
造
物
の
倒
壊
が
、
呂
一
慌
の
欠
如
ま
た
は
建
築
の
駁
？
枇
に
よ
る
と
と
が
一
一
八
！
な
れ
の
要
川
け
と
Y
A
h

－－こい

る
の
で
、
こ
こ
に
所
有
苫
の
y
ォ
i
ト
の
存
在
を
認
め
る
わ
け
ノ
で
あ
る
｝
し
か
し
、
こ
の
よ
う
伝
考
え

h
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
、
つ
三

批
判
が
さ
れ
て
い
る
υ

ま
す
、

小
動
産
な
取
り
し
た
凶
絞
心
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
絞
り
支
め
一
二
舟
ず
べ
き
フ
ォ
l
ト
ー
を
観
念
す
る
こ

む
し
げ

mr
で
ふ
に
ム
r

－L
、三

か
か
る
場
企
に
は
、

P14F
の
欠
如
ま
わ
は
法
奨
め
収
品
に
コ
さ
、
た
い
て
い
は
、
第
一
一
去
の
プ
ヲ
ー
卜
が
存
在
す

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
所
不
立
は
そ
の
主
に
火
山
叫
し
う
る
c

次
に
、
所
p

ち
A

ロ
の
負
い
す
る
責
任
は
、
中
久
什
を
充
足
す
る
と
所
右
差
い
認
め

ら
れ
る
当
然
の
k
R
H
r
で
あ
る

フ
？
ト
む
か
符
す
忙
の
河
川
町
晃
子
そ
も
免
責
手
れ
な
L
0
1
／
た
が
っ
て
、

7
t
v

卜
に
長
っ
く
長
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任
で
為
る
と
考
え
る
心
が
難
し
い
む
で
為
る

J

ム
リ
注
入
に
、
所
ム
U
者
は
、
不
可
抗
万

E
T
Mと
な
ど
の
外
的
凶
町
内
へ
の
さ
詰

内リロ山口

mq同
市

の
一
出
町
が
な
六
、
れ
た
け
れ
ば
王
伝
、
デ
免
れ
ず
、

「
中
I
炊川のむ只什に

医
長
悶
係
も
推
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
場
介
り
ム
止
に
い
が

へ耳切百三

M
E
E
z
r
1
2ロ
ι
E
Z
と
い
わ
れ
と
い
る

J

一久一

そ
一
二
三
建
造
初
豆
任
を
待
問
的
な
責
任
で
あ
る
と
す
る
了
張
も
み
ら
れ
る

ー
ず
、
危
険
公
定
告
一
幼
JE
所
主
ャ
ー
る
こ
と
か
ら
片
い
し

る
玄
任
で
い
わ
ゐ
J

与
え
る
リ
ス
ク
別
目
前
ヘ

F
2
2
P
7こ
さ
E
に
以
拠
J
U
K

認
め
る
見
解
日
小
占
め
る
c

か
か
る
見
解
に
対
、
〕
て
は
、
制
丹
波

し
た
建
物
の
み
な
三
た
あ
ら
争
る
建
物
に
市
在
的
な
汚
険
が
存
け
い
す
る
引
が
、
市
険
川
崎
論
；
、
は
弘
口
致
1

〆
な
い
y

か、

与事

欠
知
ま
ん
｝
は
建
築
幻
段
低
を
一
」
仙
山
叫
し
な
日
れ
ば
な
り
な
！
V
L
yしが、
危
険
理
論
ぐ
山
引
い
ゲ
引
い
な
い
？
J

の
疑
問
子
、
き
か
れ
る
ラ

ま
に
、
そ
の
よ
う
な
一
説
問
の
仕
仁
川
C
は
仕
く
、
建
物
を
利
用
す
J

る
凶
有
者
は
そ
れ
に
伴
う
ノ
只
担
も
色
ハ
ミ
の
で
あ
ノ
て
、
廷
附
ト
品
川
初
を
建

プラム／ス託こ、泣ける姑f宝物T「reう夜間に間rる

山地市
L
、
か
っ
、
瓜
り
壊
す
権
利
一
を
心
す
Q
d
l
刊
若
い
引
、
出
版
活
物
と
石
必
ず
る
摂
パ
Z

門
会
必
帝
名
に
町
山
副
ず
べ
き
で
あ
る
と
、
う
仁
工
張
も
み

ら
れ
る
c

さ
ら
に
、

現
代
で
は
、

、一心
μ
貝げ
1
4
2
十
六
け
い
貝
汀

の
〆
カ
ニ
ズ
ム
に
結
び
コ
け
て
考
え
る
主
張
が
あ

伝
寸
古
人
乞
千
川
仙
川
し
、
そ
の
長
官
い
に
つ
き
［
体
悦
に
入
る
た
め
に
不
動
産
心
状
店
を
認
識
し
と
い
る
い
十
告
が
頁
ιれ
を
負
う
の
が
、
悩
当
で
あ
る

と
L
7マ
hv
のイ

l

」勾ソ）
Q
F

ヒイこ」で

一
一
八
六
条
は
、
立
任
以
決
心
対
決
公
山
♂
総
務
者
中
小
す
Z
と
に
よ
円
る

ま
ー
に
、
人
、
り
行
為
ι

よ
る
主
任
、
他
人
の
行
為
ι

よ
る
主
任
7
0
ι

品
険
責
任
も
い
ず
れ
7
0
町
大
し
、
L

却
の
所
為
山
よ
る
責
任
す
な
わ
ち

J
 

八

ο

年
生
物
圭
ヨ
ιー
に
よ
っ
て
誕
川
叫
し
よ
う
と
す
る
見
解
J
O
々
す
る

J

右
の
ご
う
に
、
注
活
物
の
旬
液
の
場
合
に
川
治
者
が
負
担
十
ゐ
貢
H
r
z乞
フ
す
7

ト

ソ
日
て
説
明
す
る

ν場
よ
り
は
、
容
M
附
附

な
頁
作
、
y
」
、
）
て
、
京
行
間
の
法
援
を
考
J

な
Q

J
一
助
ん
の
ほ
う
が
多
数
で
あ
る
と
レ
子
一
で
、

わけ小小片山と同士九
h
a
り、

法
文
上
、

責
任
色
何
者
が

所
有
者
？
の
で
あ
る

τ口
一
川
町
明
ら
か
で
あ
り
、
建
造
物
言
引
y
し
は
刷
右
宝
ー
を
ふ
れ
す
る
こ
と
か
ら
所
右
蓄
が
負
い
い
す
べ
き
言
自
で
あ
る
い
〈 心ワ
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ぃ
、
す
こ
と
に
ほ
る
c
J
V
K結
れ
い
り
欠
如
ま
た
は
悠
付
税
心
思
批
に
所
有
者
の
行
為
を
縦
ん
す
る
い
と
川
d

川
能
立
ふ
る
l
m
l
b
、
町
ノ
有
読
む
ブ
ナ
1

ト
円
以
主
に
ー
の
封
筒
内
あ
る
2
考
え
料
る
治
会
は
、
締
か
に
汗
J

存
す
る
と
忠
わ
れ
る
つ
し
か
し
、
他
ち
で
、
治
一
壱
の
行
為
に
い
本
つ
く
山
岡
山

造
物
心
罰
法
、
り
場
九
円
九
は
、

砂i
権
ゾー乙

:1£ 
t 
生J

」

〉

を
J~ 

jレ

｝て

rnu:aミ・I)o＇仁（ 3・ I 1話） ll'、山

所
有
者
は
そ
の
弟
二
者
に
ぷ
慣
が
川
限
立
の
て
あ
り
、

か
か
る
場
合
、
も
台
め
て
設
え
る
と
、
－
H

店
品
物
心
…
引
い

嘆
の
原
問
と
い
て
、

所
不
立
白
身
巴
行
為
主
常
に
川
町
住
、
と
す
る
、
と
は
で
き
な
い

J

一一、ご、

所
有
者
の
負
担
す
え
き
頁
任
で
あ
る
と
考
え
る
こ
γ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
え

J 

建
造
物
昔
、
任
の
民
件

ソ
ヲ
〆
ス
民
法
山
二
一
八
ハ
灸
の
昨
ナ
ノ
件

人
一
f
、、会
f

ニ～ーでつげ

一
一
へ
六
条
に
よ
り
汚
有
荷
主
民
勺
ー
を
告
、
う
に
は
、
建
造
物
に
諸
ず
る
こ
乙
、
山
叫
J

ム
口
戸
建
造
物
の
倒
壊
に

ふ
り
惹
起
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
倒
壊
が

p

宮
析
の
欠
恥
ま
に
は
建
築
U
m収
！
枇
に
よ
っ
て
中
じ
三
こ
こ
が
立
正
成
す
一
心
中
久
作
↑
〈
あ

ゐ
〈ア

2
J
廷
w
M
物

の
概
念

判
川
内
は
、
建
造
物
の
れ
桁
に
お
い
て
i
作
物
へ
の
3
5
5
5
3）
が
、
人
T
1
的
な
村
村
山

C
集
主
り
C
Jめ
る
こ
と
を
血
宮
本
し
て
い
る

J

木
、
粒
物
一
、
℃
一
凶
E
2
2
2
4
、
盛
り
｜

耳
目
Z
E丘
、
岩
山

、
l
地
そ
の
も
り
を
矧
圧
す
る
三
と
と

1
1

工
作
物
は
、
川
刷
む
山
市
山
定
均
三
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
伝
い
。
を
こ
て
、
壁
へ
間
百
円
）
、
橋

ダ
／、

な
と
も
ん
戸
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

i
p

」
ご
」

1
1
7
 

刊
物
は
、
二
位
に
同
一
亡
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
、
h
k
い

一
八
一
ハ
条
は
、
円
又
辿
ピ
よ
る

J

小
助
完

ぞ
れ
ゆ
、
F
九

的
に
内
定
さ
れ
て
い
な
い
十
作
物
に
は
遭
い
川
！
さ
れ
な
い

一
一
一
八
ハ
ハ
半
〈
の

↑T 
ヅ乏

ー可j
八開
ノ、 υ
条に
の j"・

白け
！；； る
す佳
7、子，，
f下 口え

乏現
',. t品

設豆、Cl /J• 
1'Y'l ォ1
／γfニ
j;) fな
る。2小
υR  

t二土4

fa 

苦
味
に
お
汁
る
建
造
物
で
は
な
く
、
動
ヰ
と
あ
る
と
し
し
、

し
刀、

水
路



（

3
＼
民
法

の
概
念

「
制
改
に
つ
い

C
は
か
必
リ

lh〈
限
さ
れ
と
お
り
、
建
造
均
全
体
の
例
法
－

2
5己
E
E
M刊）
の
み
h
h

つ
ず
、
部
分
的
公
被
川
町

で
も
よ
い
と
手
れ
と
い
る
つ
門
店
こ
で
、
け
じ
か
れ
よ
計
ち
に
具
、
に
わ
ん
だ
ゴ
ス
カ

ν
iゲ
i
心
［
す
り
生
一
リ
の
場
介
も

一
八
六
か
む
の
褒
汁
を
み
た
す
と
い
え
る
じ
ま
た
、
解
体
主
ミ
コ
cZ54d）
は
、
切
諌

に
は
あ

1
iつ
な
レ
v

〕

地
滑
り
も

一
八
ハ
矢
の
週
目
汁
品
U
Kご
い
け
人
九
ま
れ
ん
＆
し
い

よ一つ
γ
と
も
、
廷
造
物
以
外
の
不
川
川
市
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
コ
［
ど
つ
い
て
は
、

凶
命
令
頃
が
適

μさ
れ
る
、
」
v

」に

占

C

り
ト
に

一
千
八
一
ハ
条
の

1

倒
取
は
、
建
造
物
の
構
成
部
分
心
意
思
に
も
乙
づ
か
山
い
格

与事

「、

二
百
ニ
《
ロ
〈
C
｝3
2
F
2
】
吋
勺
）
を
す
に
叫
叫
す
る
υ

【
土
問
攻
り
町
帰
国
｜
｜

rp引
の
欠
’
虻
ま
ん
一
は
往
築
心
政
庇

プラム／ス託こ、泣ける姑f宝物T「reう夜間に間rる

建
物
の
倒
壊
は
、
宮
円
相
の
欠
必
ー
に
は
建
築
の
限
抗
に
払
つ
ず
牛
じ
こ
も
の

て
」
で
、
紋
害
者
が
，
げ
が
日
（
り

欠
ー
此
去
一
～
は
建
築
の

レ
の
で
丸
る

f

－
そ
う
す
る
と
所
宅
引
が
建
築
U
中
川
祉
を
近
山
に
責
PTJEAり
つ
多

じい
れ

rノ

2
4
1
〉
の
な
レ
責
つ
を
負
担
つ
、
｝
と
に
な
る
c

そ
れ
は
、
与
く
の
場
合
に
、
ポ
布
者
は
、
建
築
4
4
や
訂
お
γ
八
で
は
な

＼ い
か
ら
己
あ
る
山
店
従
心
取
抗
に
つ
き
プ
テ

l
v
h

－
一
こ
も
、
士
れ
は
、
所
有
高
の
ブ
ォ
ー
で
は
な
い
つ
ず
伝
わ
ち
、
こ

む
よ
う
に

R
H一
♂
ァ
ォ

1
1
V十月
μ
ム
し
す
は
い
l
L
き
で
も
、
所
有
者
は
、
被
害
哲
に
付

L
て
責

E
を
負
う
の
で
あ
る

建
物
の
倒
壊
が
営
け
刊
の
欠
如
に
よ
る
場
合

ι

は
、
責
任
者
心
7

7

i
ト
の
市
切
に
他
な
っ
白
い
J
とJ

に
思
わ
れ
る
が

一
八
六
粂

が
要
求
し
て
い
る
の
は
、
所
有
害
の
フ
ォ

l
ト（
U
証
明
ゼ
は
な
く
、
建
築
の
山
内
桁
あ
ャ
匂
い
は
川
村
繕
の
欠
如
が
は
し
羽
の
倒
閣
引
を
も
た
つ
し

な
の
で
あ
る
c

そ
こ
で
一
一
析
の
欠
如
は
、
老
朽
化
（
2
2
1
E
に
4
っ
て
も
、
判
断
さ
れ
ち
る
c

JL
〉
一
い
ム
J
」！
ζ

の

乙
一
こ
う
で
、
話
新
の
欠
如
は
、
%
に
川
主
計
ー
に
帰
せ

μ

め
つ
れ
る
べ
き
で
あ
る
乙
は
限
り
人
々
し
仁
民
法
制
必
約
に
お
い
て
、
伶
祐
司
サ

f

け
を
賃
借
入
の
負
但
と
す
る
約
｛
況
が
存
す
る
場
合
が
あ
る
。
か
か
る
地
合
℃
あ
っ
て
も
、
被
害
醤
は
、

八
ハ
条
に
一
。
っ
て
所
ム
句
者 ノ、、

Q;'I l2Ul''i.; I; Ul<J<、it'/'iおな f .. 2,.' 



に
責
打
を
泊
廷
し
う
る
わ
去
の
場
人
川

川
川
市
山
討
に
転
半
口
を

ir償
1
一作一此ノム何者は

っ
た

E
信
念
の
償
還
を
受
け
る
に
め
に
、

人
己
主
ず
し
て
伝
治
す
る
こ
ー
が
ゼ
か
る
こ
と
に
な
る
わ

,j 

中
門
（
日
い
い
者
免
責
市
甲
小
げ
と
い
水
沼
健

）
り
児
l
R旬以ふ出

頁
付
乞
負
担
↑
ゆ
る
の
は
、
所
有
者
向
、
あ
り
、
所
有
者
問
、
白
、
h
が
プ
す

t

ト
を
犯
下
ν
て
い
な
い
こ
と
士
一
R
明証

J

て
も
免
責
さ
れ
る
こ

／
）
は
な
い
υ

ト
一
一
（
口
者
が
所
有
有
で
あ
る
こ
と
は
作
文
l
明
ら
か
で
あ
り
、
物
心
所
為
に
も
仏
プ
Q
V
R
H
竹
の
一
般
原
則
を
ど
～
は
め
る
こ
解
さ
れ
る

宇

〈

1
っす～、

！
f

一
一
－

一
八
四
条
唄
刀
削
…
牛
物
安
打
竹
内
仏
関
1
1
責
任
負
恒
石
で
あ
令
保
管
有
（
m
J
E
Eご
に
つ
い
て
、
市
川
じ
ら
、
れ
た
h

一こ
t

対
照
的
て
あ
る
。
怖
い
k
物
中
只
正
に
お
い
て
は
、
判
門
院
は
、
川
病
者
が
通
常
法
町
山
川
HN
者
引
占
め
る
ζ

一GJ
る
仇
管
の
詐
｛
止
（
宮
内

2
5
3
3
A
T
v

官
三
立
を
認
め
た
h
J

的
判
定
頁
午
ー
者
に
る
バ
有
者
は
、
当
己
の
町
山
管
が
店
主
3

た
こ
と
を
所

wrJれ
ば
責
刊
を
免
れ
る
ご
；
か
で

き
る
一
そ
こ
で
、
貢
汗
を
負
担
「
る
者
の
確
定
の
場

ωで
も
、
所
有
者
は
川
」
乞
一
批
苧
4FJ
れ
ば
惟
h

止
を
複
す

HYL
が
で
一
ざ
る
の
か
と
い
一
つ

守
立
て
ゴ
、
と
て
も

R

n
日
夜
ト
ー
し
』
』

J

物

の
J守は→ 

市

ぁ宇
品／ム

ト； 2
？’J 
干日
月J し

すり
7， 基
河~~＜ ；告
i斉干
(i'J か
手lj rυ 

革主
主L と

張さ
；＇＜れ
すも 7,' 
ι，，の

と；抗

し

の
判
断
誕
生
市
と
L
亡、

「
ぬ
る
い
は
、

U

列
し
て

ヘ
ー
八
条
に
州
内
し
て
は

7

ど
の
よ
う
弓
形
で
の
問
題
は
生
せ
ず
、
賞
作
（
山
♂
リ
ー
止
に
つ
い
て
は
所
有
椛
の
帰
属
1r
結
び
つ
け
て
説
判
や
か
な

さ
れ
る
一
」
と
に
な
ゐ
υ

被
害
者
H

J
っ
て
、
リ
Vl
結
心
欠
引
ま
ん
一
は
廷
築
の
限
ー
仇
が
副
明
宍
れ
工
場
へ
U

で
も
、
所
有
者
は
、

れ
ド
可
バ
カ
－
H
2
2

よ
り
ね
芹
が
行
、
J
1
J
き
、
あ
る
い
は
、
彼
主
↓
者
自
身
の
地
ん
べ
に
よ
一
り
同
加
害
刊
に
？
？
と
～
と
き
に
は
、
免
只
手
れ
よ

J

る
r

つ
ま
り
外
的
原

悶
（
戸
山
戸
主
化

2
5日
E
Z
の一
J
J
明
が
さ
れ
な
円
れ
ば
責
任
J

午
、
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

r

、
原
則
的
に
は
、
部
門
川
的
な
免
支
を
、
？
張
す
る
こ
と
が
あ
り
え
な
い
と
さ
れ
、
二
の
刀
は
、
侃
山
川
」
物
支
粁
ニ
バ
一
が

ノイ、

主，.，
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で
i
kふり

λルハ

人
工
区
的
に
免
責
ざ
わ
る
こ
と
に
江
る

J

た
と
え
ば
外
凶
軍
C
浸
入
に

k
rノ

へ
Jο
一

所
有
者
が
建
造
物
心
維
持
J
Y
妨
げ
つ
れ
た
よ
う
な
均
吉
に
は
、
不
叶
抗
力
が
認
め
ら
れ
る
ハ
洪
水
や
台
民

し
ょ
J

が
っ
こ
不
り
」
引

U
C山
五
に
成
功
ず
る
と

な
と
の
一
円
然

カ
に
ル
由
来
ず
る
場
九
円
？
”
。
認
め
ら
れ
う
る

U

い
か
し
、
河
川
刊
は
、

h
d
k
り
前
日
憾
で
ふ
り
、
建
築
心
烈
仇
が
あ
之
、
屋
松
が
と
は
さ
れ
～
一
品
川

が
、
通
常
の
範
囲
で
あ
っ
亡
、

F、汚
1
6
威
力
を
鳴
し
て
し
な
い

r
き
い
は
、
免
責
さ
れ
な
い
L
Y

し
て
い

ん
は
同

l

ぃ也
h
J
で、

1
；
 

状
況
に
U
U
、ν
て、

j
h
分
的
、

あ
る
い
は
、
〈
で
一
到
的
九
免
責
さ
れ
る
c

民
主
［
者
の
過
失
が
あ
る

M
A口
に
は
、

品川右
v江目、

な
お
、

ι牛
物
告
（
huに
お
い
て
は
、
第
一
一
石
の
行
為
去
三
三
三
戸
問
、
さ
が
免
A
5
4
T
j
一
、
こ
し
て
ゐ
川
口
心
、
れ
る
が
、
建
造
物
責
粁
に
お

与事

い
て
は
、
川
ム
打
者
は
句
支
さ
れ
ず
、
第
一
省
に
対
L
て
ボ
位
以
往

3
L使
1

／
う
る
」
こ
に
な
る
。

2
）
一
叶
布
蓄
の
弟
子
音
に
刻

TGl水
位

プラム／ス託こ、泣ける姑f宝物T「reう夜間に間rる

所
有
者
は
、

u
h
y

へ
は
る
フ
ォ
ト
も
犯
し
て
い
な
い
の
に
、
五
汗
を
会
犯
す
る
こ
と
に
な
る
こ
め
、

ι的
η
欠
如
ま
ー
～
は
建
築
け
限

死一、

ν所
有
者
以
外
の
者
心
行
為
に
お
附
す
る
は
社
台
に
は
、
そ
の
有
に
対
［
て
求
償
一
：
雪
、
と
が

阻
止
研
究
の
収
ιれ
の
場
合
、
折
有
昌
は
、
法
物
（
り
充
、
ド
工
に
対
1
て、

契
約
規
約
十
に
必
つ
レ
て
求
償
し
う
る
。

3
9
は
わ
ち
、
い
山
れ
三
田
川
批

に
院
す
る
忙
深
責
任
を
氾
及
し
う
る
こ
と
人
な
る

花
祭
mv
山
収
批
心
場
ん
に
は
、

建
築
家
に

こ
、
水
償
し
う
る
が
、
そ
ハ
」
ぶ
釘
経
は
、
原
川
引
と
し
て
は
、
ー
事
の
そ
戸
山
の
時

'C 
G、

寸

、一、
（
川
一
五
と
さ
れ
る

市
減
時
日
切
に
脱

d
る

刀、

に〉

一
一
一
七
ひ
条

じ
O
b栄一の

） 

c 

F
R
結
の
欠
如
の
場
舟
は
、
修
結
義
務
J

ピ
臼
（
っ
て
い
る
心
が
宍
地
ー
へ
あ
る
い
は
刑
訴
権
担
で
お
り
、

の
州
内
域
が
侍
パ
此
国
人
あ
る
い

は
応
μ
吠
「
催
者
の
÷
執
務
の
不
履
行
に
帰
止
、
〕
め
ら
れ
る
べ
き
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
〆
て
所
右
さ
は
求
償
ず
る
h

と
が

E
き
る
し
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" 
証
牛
仙
判
ム
吉
川
れ
い
と
法
造
物
責
任
C
競
合
問
題

一
八
川
条
項
2

一
八
六
条
と
の
関
係

一
一
べ
凶
条
項
の
派
生
物
責
打
ム
パ
国
が
体
v
ゾ

f
す
る
と
、

一
八
六
条
T
／
一
心
関
係
？
や
一
問
題
と
さ
れ
る
よ
H

つ
に
な

J
只
一
同
九
れ
は
、
連

日
ぃ
領
域
主
同
じ
く
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
し

一
八
斗
札
へ
の
動
功
保
管
者
三
只
任
の
場
人
d
は、

" ノ、

一
一
八
凶
灸

明、に
t
t
h
y供
中
普
段
品
川
い
の
先
導
の
役
割
な
｛
己
点
た
〕
た
と
い
、
ズ
、
ま
L

ぺ
、
責
任
負
い
者
が
保
管
文
で
あ
る
一
」
こ
UJ
共
通
、
ぶ
し
い
る
し
ず
り
、

勿L
Jぺ、

llfj 

Jと F司
事長
i守；土 Ji'!

異に
な 包
る，1'" 

" h 
仁》

)) 
IP) 

一
一
〈

h
条
が

関
係
を
よ
守
主
る
こ
と
か
一
一

d

認
さ
あ
》
た
が
、

ヘ
ヘ
条
に
つ
い
て
は

ま

一
八
パ
条
ぷ
に
よ
れ
ば
、

町
出
管
苔
が
古
円
一
L
f負
担
L
u
f
G
二
一
に
な
る
n

w

れ
に
対
し
亡
て
八
ハ
久
木
は
一
河
有
者
な
告
、
口

者
と
定
め
る
が
、
所
有
者
と
肱
管
者
が
刊
一
の
苔
で
あ
る
場
合
ζ

刈
λ

什
省
出
保
官
者
て
は
な
い
ぬ
ム
口
〆
二
γ
あ
h
え
、
こ
の
場
合
、

れ
の
規
定
で
処
坪
L
U
J

る
の
か
が
開
山
混
と
な
る
〈
世
作
物
賞
作
に
お
打
司
令

保
左＂＇
円

け
る
の
は

十「1
1ズ

S
E
E
r
v
J
、
使
用

権
担

jr
＼
引
は
一
川
作
P
A

一
一
、
、
J

：
、
一
－

c
‘
y。
万

H

そ
し
C

℃っ
cd〈

《
》
】
】
「

有
権
J

古
川
悦
什
じ
た
ま
ま
、
保
管
C
桧
限
ピ
移
転
す
る
こ
と
も
あ
れ

ぶ

pfハ

二
八
！
ハ
条
が
治
川
さ
れ
る
mv
は、

一
八
山
長
一
引
は

四
三
叶
刷
物
心
例
法
と
い
う
限
ら
れ
に
場
一
凶
て
あ
る
が
、

へ

2
0時
）
げ
か
同
相
、
山
正
士
一
口
一
公
平
山
悶
干
し
、
い
れ
ば
、
逃
刑
さ
れ
る
υ

不
動
設
か
ら
バ
ー
じ
に
ロ
れ
宇
（
り
賠
償
に
闘
し
て
は
、
建
物
の

っ
き
所
有
者
心
女
任
ん
ど
定
め
る
一
一
八
t

ヘ
条
♂
λ
J在
す
る
一
」
と
か
っ
、
川
円
例
が
一
八
凶
条
一
項
は
不
動
産
で
あ
る
年
生
物
を
対
象
U

、てよ

ρ
と
L
七
庁
明
も
あ

77一
日
＼
今
一
は
さ
土
、

j

t

i
；
i

一

1

1

一
一
八
四
条

損
は
、
不
川
川
市
に
も
品
川
正
Tf
と
同
と
よ
う
に
九
刷
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て

,, 
ぞ
れ
か
句
、
彼
ι
古
者
が
、
建
物
心
剣
山
恥
に
当
主
1
J

る
船
筈
に
つ
き
、

一
一
八
八
条
を
提
出
す
J

る
は
均
台
に
は
、

被
A

ぷ口占有は、

v、
ユエ
り
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知
ま
た
は
建
築
の
民
抽
を
一
止
明
し
た
け
れ
日
な
ら
な
い

、
建
築
物
心
倒
壊
ー
し
む
凶
果
山
阿
保
の
説
明
で
み
？
竺
他
方
、

ハ、

四
条
且
に
と
台
場
仏
門
は
、
事
J
E
（
け
一
向
按
的
な
接
触
h
b
く
し
f
L
4
u
h
」
指
定
［
に
つ
い
に
号
、
主
計
亡
は
刊
誌
め
ら
れ
る
ハ

」
の
よ
う

人
四
条
一
頃
と
比
較
す
る
と

被
害
者
の

一
千
八
六
条
に
よ
る
紋
小
山
吉
り
救
済
は
制
限
さ
れ
て
お
り

；立

＝
人
川
久
対

刑
、
を
授
EU寸
る
ほ
う
が
企
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
仁
平
と
で
、
初
の
所
為
い
閲
す
る
紋
円
相
別
で
あ
る
一
八

四
条
唱
が
存
証
す
る
〈
f

ヨ
に
お
い
亡
は

一
止
め
役
械
を
終
え
た
と
い
え
、

一
一
八
ハ
名
、
は
、

J

も
の
で
あ
り
、
そ
の
山
崎
止
カ
士
張
六
い
れ
て
い
る
。
令
に
み
た
よ
う
に
、

い
ま
わ
叫
川
代
遅
れ
の
」

tjに
み
え
る

二
八
ハ
条
の
地
防
予
、
か
え
勺
て
、
被
害
有
料
札
吟
に
合
与
L

与事

な
い
は
切
含
日
小
存
「
る
か
り
ど
あ
る
。

〉

一
一
八
六
条
内
I

泊
則
さ
れ
な
い
山
叫
ん
じ

プラム／ス託こ、泣ける姑f宝物T「reう夜間に間rる

所
有
者
小
述
起
物
の
保
管
者
で
あ
る
こ
さ
に
は
、

山
内
久
木
内
迎
用
が
問
題
と
な
り
う
る
。
設
主
ハ
が
定
品
物
心
倒
壊
か
ら
生
じ
た
の
で
は

一
八
六
条
の
要
汁
ケ
一
充
足
し
な
レ
の
で

墳
の
ん
り
が
ト
J

辺
弔
さ
れ
る

U

所
有
者
は
、
川
よ
科
uZ台
で
あ
る

O<'o l2Ul''i.; I; 

一
一
八
団
条

1> 久

f~（ 
1、

場
合
に
の
み
、
一
物
の
所
持
一
に
基
づ
く
責
任
｝
ゲ
負
担

3
eこ
vc
に

3 

一
一
八
！
ハ
粂
の
川
岩
外
が
允
尽
さ
れ
る
湯
台

ト
ーに

担
キ
物
台
JFと
法
造
物
口
一
日
じ
の
誌
脱
ム
コ

］目
立：
jえ
用
寸
る

ほ
主t
:{y 

刊i
c 

あ
伝〉
〉
戸
" ーズ

"0 

A れ
ハ合

条か
:t ::, 

（臥ノ，it'/'i'ii '..3・1 i31' 

一
一
べ
六
九
ふ
さ
泣
市
す
る
ー
に
め
り
安
件
と

二
八
問
条
一
段
の
安
打
の
い
ず
れ
も
允
一
に
す
る
山
台
、
’
州
宇
吻
責
任
と
建
造
物
資
日
い
い
の

一一一へ
U

が
問
題
と
な
る

d

続
中
lv告に
2
4
で
は
、

人
同
条

被
害
者
が
並
行
物
責
任
を
追
及
「
る
こ
と
を
滋
択

rる
こ
と
が
吋
従
か
否
か
は
一
市
Y
V

一Jな
g
i
u
味

E
L
1
3
Q
一
」
こ
に
な
る

r

主
任
ハ
口
担
す
い
を
所
主
オ
ー
に
限
定
以
て
い
る
の
て
、
か
か
る
選
択
の
向
日
が
問
也
に
な
る
の
は
、
花
山
町
の
も
r

こ
ろ
、
所
ぷ
市
立
が
同
時
に
保

管
請
で
あ
る
ぬ
台
仁
川
眠

y
J

れ
る
つ
そ
3

〆
げ
に
、
建
止
宝
物
心
保
管
釘
が
刷
右
μ匂
J

に
は
な
い
場
〈
い
に
は
、
州
悦
宍
者
は
、
所
有
五
に
対
L
て
は



八f
八
条
に
長
づ
く
法
造
物
責
任
を
追
及
し
、

凶
時
に
、
保
管
苫
に
対
し
て
一

ニ
八
町
一
転
一
広
一

14牛
物
責
任
や
問
う
三
と
が
で
き
る

の
か
が
問
践
に
な
る
の
で
あ
る

f号、、ノ

日
以
造
物
、
り
所
有
者
が
似
管
v
h
で
も
あ
る
場
合

込
造
物
の
川
町
右
若
vp

翌
週
川
の
あ
る
保
主
で
あ
る
場
合
、
判
権
一
は
、

一
八
六
久
本
ま
た
は
一
八

八
四
条

被
で
ど
E

が

四
条
唱
の
し
ず
れ
か
を
巡
択
、
ν
て
、
ニ
張
す
る
こ
γ
と

亡
い
hia
い

同
慣
主
口
市
’
佳
造
物
の
笥
壊
に
司
肯
ん
ず
る
と
き
に
け
、

弘
況
が
池
川
さ
れ
る
〉
一
号
え
る
の
で
あ
る
」

ヘ
ハ
条
を
援
用
す
る
ぬ
八
じ
に
は

被
告
白
話
は

の
欠
如
ま
た
は
建
築
の
取
批
を
託

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
弘
で
、

一
一
人
凶
条
項
の
場
行
よ
れ
、
川
内
A
1
4
自
に
ヌ
利
y
し
な
る
と
将

J

え
ら
れ
る
。
そ
」
で
、
学
説
に
お
い

L
M
r
 

正
ら
れ
る
u

に

』土

か
か
る
斗
析
の
態
皮
に
つ
い
て

(3; 

廷
迄
物
け

J

古
川
百
者
と
阪
管
清
和
γ
別
の
ぬ
ム
円

建
“
怪
物
々
叫
川

I
2
u
m保
管
者
で
は
は
い
日
均
台
は
、
迷
走
物
M
r
賃
貸
さ
れ
た
と
舎
な
と
に
止
じ
う
る
〈
こ
心
境
ん
円
、
被
害
者
は
、

y

川
ハ
に
某
づ
い
て
深
江
者
L

パ
け
し
て
支
ド
ピ
追
及
て
き
る
か
百
か
C
Jめ
る

J
破
渋
佐
第
二
足
宇
部
九
八

り

II -
'fr A 
I丸竹叫
iムろ〈
I c九 升ミ

八
六
条
の
渋
川
内
川
乞
充
足
し
と
い
る
と
き
に
は
、
却
有
者
全
訴
求
ず
る
こ
と
が
で
台
る
t

f
こ
で
の
刊
強
は
、
被
半
口
有
一
U
、

被
害
者
か

一
八
川
な
で
一
川
引
の
言
下
止
を
ー
し
張
寸
る
こ
と
乞
肖
h
t
L
、

一
八
人
条
心
法
活
物
言
存
の
み
が
問
題
と
な
る
J
L
r勺

八
六
条
の
溶
川
市
が
あ
る
場
企
に
じ

八
川
条
項
に
よ
り
保
管
者
に
貞
ド
ザ
い
ん
ど
追
及
で
き
hu
い
と
し
た

」（
U
川
刊
仇
に
到
し
て
は

か
か
る
場
合
に
た
け
刊

一
八
四
長
一
取
が
釧
に
さ
れ
る
の
九
日
明
f
碓
て
は
と
く
、
ま
に
被
害
事
、
り
似
識
の
観
↑
円
か
ら
も
被
主
暑
が
十
分

の
ゼ
あ
る
と

J

て
、
、
γMd仇
の
多
く
は
批
判
〕
て
レ

ヂ
ヨ
判
決
は
、
判
例
伝
一
見
定
っ
し

な
ド
賠
償
乞
受
け
ら
れ
な
い

V

J

か
〕
々
が
ら
、
仮
設
院
約
一
民
宅
区
一
り
ハ
〉
（
い
〕
年
一
一
円
一

一
一
八
同
条
一
頃
を
所
生
す
い
さ
な

い
保
持
者
に
対

L
て
桜
尽
？
る
h

一
こ
は

一
八
ハ
条
に
よ
っ

い
と
し
た
。
ぞ
い
一
で
、
仏
管
者
？
戸
川
所
有
占
有
で
な
い
ぬ
合
、

rnu:aミ・Il01仁（3・113:'1 fl'、花：：：oo,,11 



つ
〕
よ
り
、

一八
f

ハ
条
心
要
件
、
山
充
足
L
て
三
円
、

被
害
者
は
、

所
有
名
が
似
壊
し
に
建
造
物
心
保
管
高
で
は
州
市
い
と
き
に
は
、

者
二
v
u
似
μ
ず
者
九
も
制
hL
一
賠
償
前
ト
夜
中
川
能
て
め
る
わ
に
だ
し
、
－
叫
h
J
V
告
に
討
し
て
は
、

一
一
ヘ
ー
八
九
木
、

ヨーェμい
が
仁
H

V

一一戸いグ」子小、

1
1
1
；
1

－

j
i
 

八
四
条
一
一
叫
ん
L

阿
佐
J

す
る
と
と
に
な
る
の
一
て
あ
る
代

判例べ小久山
hJυ

あ
っ
た
と
け
い
え

一
一
八
川
条
項
の
ほ
う
が
一

一八
I

八
条
よ
り
4
被
害
立
に
と
ワ
て
も
刊
で
あ
る
九
一
工
互
い
侃
オ
る

k
lつま

ー

ル

t

一八
7

ハ
柔
の
筑
｛
一
心
宇
一
院
と
、
〕
、
川
丘
物
支
任
の
み
を
彼
牛
若
が
一
市
ぷ
ヲ
ピ
ノ
る
こ
と
が
望
ま
L
い
よ
い
う
よ
］
4

ば
判
洲
一
定
史
州
民

b
h丸
一
日
（
J

～
仁
、
i
μ
r）
月
ノ

F

i
f
j
k
i
j
f
l
i
i

’
i
 

与事

吋り

Zて〉

lベ
’ノ

プラム／ス託こ、泣ける姑f宝物T「reう夜間に間rる

た
に
み
た
よ
討
に
ソ
ラ
ン
ス
民
法
典

一
八
八
九
ふ
り
定
め
る
建
五
物
心
中
只
仔
は

八
河
条
一
ソ
の
相

1
物
責
任
の

領
域
y
、

は
っ
て
お
い
り
、
討
に
建
造
物
責
江
戸
ノ
お
殊
主
は
ん
1

け
で
は
薄
ら
い
で
w

る
よ
う
に
み
え
る
〈
し
か
し
、
ま
注
物
の
間
嘆
に
ょ
っ
と
長
出

心
配
町
有
者
に
台
（
七
一
一
追
及
で
き
る
か
ら
、
被
害
者
紋
泌
を
同
る
た
め
に
は
、

j＼、
F、
長

は
正云

fr 
ill 
代
ヤ
うた

t,: 

T 
め
る

O'!'! 1.2山口

が
八
先
パ
ー
し
、
被
害
者
が
そ
の
倒
一
以
が
p
d
H

絡
5
欠
如
ま
？
に
は
注
品
れ
の
取
仇
に
よ

Z
L中
じ
さ
」
と
を
出
店

J

で
き
れ
ば
、

被
害
有
は
注
記
物

本
将
｛立

フ
ラ
ン
ス
伝
に
お
け
る
連
山
一
物
戸
ど
り
収
耐
久
町
素
汁
相
し
た
に
2
ど
ま
円
、
建
造
物
心
所
有
者
が
頁
ド
忙
を
民
刊
し
す
る
根
拠
め

他
（
り
中
門
（
日
い
い
制
皮
「
（
U
J
照
合
問
題
に
つ
い
て
深
く
桐
り
卜
げ
た
怜
討
を
立
し
え
と
か
う
七
。
そ
れ
で
も

そ
の
特
阪
は
問
っ
か
で

物
り
一
的
存
者
が
犯
立
さ
れ
る
結
合
合
、
五
と
し
て
不
可
抗
々
に
よ
る
場
合
二
限
定
し
、
不
広
つ
ね
賞
作
、
り
険
防
刑
よ
り
は
重
い
支
ド
ー
七

所
有
者
に
負
担
さ
せ
て
い
る
と
ζ

、
そ
の
責
任
は
必
ず

ν

も
所
右
さ
の
一
ノ
ズ
i

ト
に
汁
烹
寸
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
一
的
古
去
の
負
担
す

る
頁
作
は
川
L
h
4
4
↓
の
健
造
物
に
一
付
す
る
川
長
椛
に
臼
一
世
ず
る
と
考
↓
～
て
し
る
ム
…
に
あ
る
と
い
え
ど
う
）
世
抗
告
一
羽
の
有
す
る
危
険
川
川
相
？
を

点
げ
叶
に
、
伝
統
的
仁
認
め
つ
れ
て
き
た
京
粁
て
あ
る
と
考
え
つ
れ
る
が
、
建
造
物
か
γ
支
配
ー
、
民
生
川
の
品
川
宇
を
防
j
L
う
る
乙
い
う
建

ド＇），

1J 
出
法
J
U
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造
物
に
対
寸
る
泣
血
の
可
能
性
、
山
、
か
か
る
立
『
忙
を
建
造
物
の
所
有
者
に
も
た
ら
す
よ
う
に
削
る

J

こ
れ
や
フ
デ
！
？
に
基
づ
く
与
す
ー
が

？
／
｝
抑
附
す
る
り
は
誰
し
、

7
m
る
が
、
「
yuvl

絡
の
欠
如
が
安
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
足
地
み
る
と
、
管
問
！
の
表
校
乞
机
定

1
1

そ
れ
ヘ
ハ
り
け
怪
反
や
責
任
負
炉
布
石
心
態
依
J

乙
同
様
と
す
る
余
地
も
あ
パ
り
そ
ニ
ノ

fcわ
る
。

フ
ソ
ン
ス
ム
は
い
ケ
九
旧
い
て
、

一
一
八
十
汁
粂
心
掛

（
疋
「
る
動
均
保
白
老
の
責
任
が
、
保
管

つ
け
ら
れ
E
い
る
こ
と

、
建
I
一』均一一

M
は
な
J
Y
つ
か
の
義
務
没

反
を
主
任
の
い
か
状
拠
と
、
ぷ
L

い
る
と
考
え
る
こ
〉
に
は
な
わ
ν

ま
な
い
さ
あ
ろ
う
か

v

本
ー
絡
は
ブ
一
ブ
〆
ス
法
に
お
け
る
叫
ん
造
物
の
口
仔
を
？
む
ず
か
に
一
…
介
L
主
た
の
み
で
、

一千八
M
条
一
関
心
j
J

牛
物
主
任
は
ー
な
一
こ
よ
め

製
造
物
－
一
民
粁
ム
J
r
幻
ぷ
較
検
討
を
元
首
〆
え
な
か
コ
た
が
、

7

こ
っ
ン
ス
十
字
山
片
山
お
い
て
は

八
一
ハ
鼻
、
の
武
打
竹
本
ぷ
法
行
為
制
立
の
核
断

的
存
Jurに
は
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
、

ま
ず？

か
ひ
る
沈
較
検
討
は
わ
が
法
の
不
法
行
為
法
に
お
け
る
作
物
責
任
を
考
え
る

ー
で
も
必
読
一
か
つ
訂

F

ム
ー
で
あ
る
よ
、
「
に

、
責
任
負
担
有
吉
第
一
次
前
に
一
口
有
者
と
し
、
第
次
的
に
ー
一
所
有
有
一
と
［
て
一
前
打
、

フ
ラ
ン
ス
法
と
は
異
は
る

の
で
、
三
と
え
ば
、
、
一
心
山
J

に
つ
レ

c、
前
終
に
フ
ラ
〆
ス
リ
ハ
バ
議
出
を
参
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
唱
の
は
レ
う
ま
で
も
な
い
c

し
か

し
、
建
造
物
を
紅
張
併
釈
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
有
高
む
支
ド
が
認
め
ら
れ
る
湯
合
を
拡
十
人
し
、
山
品
川
市
古
者
紋
叫
H

L
資
ず
る
通
川
用

、
」
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
伽
、
過
失
言
江
主
認
め
る
べ
く
じ
－

K
条
古
川
叶
烈
オ
ノ
ペ
き
と
す
る
け
見
解
と
同
心
4
9
山H
いに

基
づ
く
と
い
、
，
で
て
て
ま
に
、

if
んつ告げ
h
ザ
責
任
を
負
恒
十
る
恨
拠
が
行
革
／
た
い
よ
る
l
作
物
に
い
川
f
J
Q
事
実
上
の
支
配
に
お
Q

とリ手、

る
と
、
わ
が
伝
に
お
け
る
T
l
作
均
（
け
一
向
者
の
責
任
と
ソ
フ
ン
ス
伝
に
お
け
る
忠
造
初
宣
伝
と
に
共
通
取
十
み
い
だ
す
こ
と
も
て
き
そ

で
あ
る
、
ま
た
、
明
治
文
は
外
的
応
附

、
仇
つ
て
の
み
免
責
さ
れ
る
な
と
の
7

ラ
ン
ぇ
法
に
お
け
る
注
造
物
の
所
右
者
に
誠

せ
ら
れ
る
毛
い
責
任
の
あ
わ
ノ
カ
は
、
わ
が
法
い
お
け
る
一
作
初
主
任
の
免
z
R
J
T
考
え
る
た

l

え
で
、
参
者
に
な
？

4
l

フ
ァ
ン
ス
庁
、
に
お
け
る
建
造
物
五
粁
は

7

つ
〆
ス
ボ
け
は
行
為
制
孔
の
は
明
記
に
ず
ぎ
ず
、
そ
の
存
ん
い
意
義
？
”
で
の
機
花
を
さ
ら
に
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川出会、山町

η
に
j
る
に
は
、
日
ハ
私
的
事
例
ピ
分
析
す
る
こ
と
、
及
び
、

プ

ブ？
・"J I 
〆「
ス
償基
務づ
｛去く
さtィ、

司i 1i 
紺i為
1；，責
1主任
7)； と

公の
玄 J七
さ w
れ検
7こ主討

本必
,f；；＼安
心ーに
牧 －~＞

ろ
う
わ
一
と
ご
ろ
て
、
フ
ツ
ン
ス
民
法
晶
、
の
4
h
i作
業
が
注
ん
で

討
対
象
で
あ
る

一
八
！
ハ
条
も
修
？
ん
さ
れ
と
い
る
よ
よ
ノ
ポ
よ
的
句
、
改
正
の
動
向
を
知
y
Q
J
2
が
建
造

wb只
ιい
の
ム
一
青
山
を
確
芯
す
る
ハ
り
に

小
可
欠
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ム
f
依
の
H
問
題
、
！
ぐ
し
て
い
き
丈
い

r

与事

次
元
ヘ
寸
川
司
局
管
記

λ
ρ

円
利
刊
ス
よ
広
行
為
〕

H
大
評
一
読
じ
、
九
八
年
｝
一
ヘ
ヘ
良
、
加
烹
一
郎
続
一
在
仏
門
九
J

仏
印
情
的
社
川
－

（
打
ど
一
閣
、
九
六
五
年
一
、
I
J
（
守
ぺ
主

l
山
県
百
二
、
川
常
利
土
二
不
i

仏
汗
品
一
主
一
円
林
υ
院
、
一
ん
え
二
年
一
じ
八
日
掛
川
代
尚
徳
宇

伯
一
『
小
法
つ
も
M
，U
』
／
忙
を
問
、
九
九
百
牛

J

ハ
j

巳一六、、可トか丸山川
1

債
怜
i
H
講
義
訂
版
」
ヘ
剖
ぇ
什
、
一
－
M
hペ
ム
年
）
人
4
0立、

淳

HA内
三
巴
一
子
ア
ト
ブ
ノ
ケ
川
司
持
管
単
一
行
V
」
苅
待

T
ハJ
山一竹
J

川
一
渋
↓
川
北
一
一
－
右
記
隔
、
〈
一
一
二
げ
十
一
八
白
、
近
江
～
川
羽
川
町
民
講

義
日
（
成
丈
I

旬
、
一
パ
〆
V
阿
ノ
十
一
二
一
六
山
口
、
出
品
枚
七
日
下
帯
笹
川
不
半
刊
刊
不
日
／
勺
為
、
市
J

版一

λ
よ
く
問
、
二
リ
リ
一
立
〆
士

五

E
、
円
村
山
一
ポ
法
訂
為
法
〔
熱
帯
一
版
J

一
有
五
回
、
二
心
〆
ム
ガ
A
ユ
一
ハ
ノ
一
ハ
H
h
r
J
f
ア
さ
参
照
J

｛
ソ
、
以
主
前
例
行
二
八
ヘ
ノ
頁
松
坂
件
一
民
い
討
中
久
倍
以
定
合
一
政
一
第
十
l

定
「
一
有
五
想
、
九
M
M

一
rL
一
七
円
、
川
目
。
削

指
U
ヘ
1
〕
七
九

R
は
。
川
寸
時
三
リ
半
…
靖
夫
買

n」
て
t
沢一
O
L
す
る

J

（ηδ
一
作
〕
」
え
ば
浦
野
μ
M
m
ベ
ョ
不
法
h
n伝
」
〈
九
円
1

川
1

位
、
九
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